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昭和54年度事業報告・収支決算を承認可決・

'80 「奈良の夏まつり」開くーーー

人の使い方

企業経営のカンどころー・

<相続と税金>

中小企業倒産防止共済法
の一→弧改正についてー・・・.
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たおよそ10万人の観衆は思う存分、祭り気分を満喫しナこ。

........................................

^、'、

、、、、、、

お問い合はせ・・・ー
奈良公共職業安定所

職業紹介係まで
TEL 24-5501

目

...■..●●●●●●●●●●●.■..........................

セ栃1」

'.゛、

金

゛0

NQ

、、▲●^ι'

12億9,600万円

4

男

職

^

V

(内整理を含む負債1,000万円以上)

建築施工監理

2

種

叫^

ント業務フロ

乏ワ子多司ト・.ナ'三t',・;、S.シr之'$Sユ'4二1、賢、、で包炎イ1 ゛・孝÷づ'S゛゛、14プ・;C、苓"、, Hト・々遊;二Z}

会求Z職1者三情1報勢
;4 /.'、、'ミ、・つ'ぐ・.、.'τゴノー,h・.、{、、、、、=・、、{、】" J .,、、ト.}ノ' 1 1.、、、C、'","゛゛ず、、、.ト・.・ゴコ,J゛き、、.ミノ1、ノ'を:

3

子

゛、

年令

"、^

額

調理師

4

3 億1,500万円

奈良会議所ニュース
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経理事務

5

3

施工監理
現場監督

;,

35

女

経理事務

、

△ 6.9

備工
営業、フロント業務9年

39

、

験

臨床検査技既

2
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、
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日本料理

59

栄養士

3

10年

子

人数

手取賃金
(月収)

経理

63

経理事務

4

280,000円

経理

23

人

職業紹介状況(6月)学卒・バートを除く(奈良公共職業安定所)

屋内幌作業

5

6年

200,000円

熊詐

昭ネU55年8月10日(毎月1回10日発行)

27

屋内帷作業

マルケイ
推せん状況

40年

の

120,000円

9.00~17.00
(日・祝)

55

項目

40年

ヱ又
^

150,000円

9 00~17 00
(日ヰ別

希

経理

58

9 力月

器.伽

1

100,000円

8.00~17.00
(不問)

幌労働

規

62

間有効

(7月)

望

奈良生駒
通

3年

、

9.00~17.00
(日ヰ卿

150,000円

寮母

規

奈良生駒
通

間有効求

規模

4年

8.30・) 17.30
(日ヰ卿

90,000円

区分

求

住所

12年

不問

奈良市消費者物価指数

人

100,000円

9 00~17.00
(日ヰ周

効

(_

職

10年

不問

奈良市
通

生駒市

9.00~17.00
(日ヰ卿

夾

路

配偶者
の有無

70,000円

求

奈良天理
通

者

不問

職者

100,000円

生駒市

9.00~17.00
(日.祝明2回土曜

者
人

不問

数

第H3号掲載分

奈良市

9 00~17.00
(日ヰ卿

有

4月

学歴

倍

不問

1,982
813

奈良市

8.30~17 00
(日・祝)

短大建築学科卒
二級建築士

有

上

対前月比

133.6

男

165

不問

率

天理市

5月(昭和50年=100)

高専卒
大型、特殊自免

有

5月

昇率

4,206
945

.

510
1,306

不問

奈良市
通

資格

奈良市

有

582

女

134.6

19

184

不問

83

奈良市
通

0.47

奈良市

有

高校卒

436
2,042

303

前年比%

不問

奈良市

676

高校卒
単電免許

食料

無

289

9.0

0.フ

不問

0 63
的

乗客数 6月

奈良市

大卒
検査技師

有

決算@

住居

生駒市

印
刷
所

126.6

有

栄養士調理師

8.5

決算@

0 31

有

月別

旧中卒

摘要

光熱

栄養士

129 8

125 3

無

(国鉄奈良駅・奈良交通)
国鉄奈良駅

高小卒

(総理府統計局)

5

高小卒

乗

被服

決算@

月

168.9

129.6

6

奈良交通名所めぐり

月

客

424,149

雑費

130 0

奈良公園

168.5

乗客

奈良県倒産状況

401,590

奈良・法隆寺
西ノ示

(人)

135 1

IU.0

10,369

月別

皐

乗

143.フ

摘要

5,509

5

客

4,763

月

6月

市良
通

奈

本

市良
通
奈

市良
通

奈

良
通

奈
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先
月
二
十
五
・
一
干
六
日
の
両
日

に
わ
た
り
「
査
の
夏
ま
つ
り
」
が

盛
大
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
▼
古

都
食
に
は
昔
か
ら
の
伝
統
的
な
「

祭
」
は
数
多
く
あ
る
も
の
の
各
地
に

見
ら
れ
る
夏
ま
つ
り
の
類
は
な
か
っ

た
の
が
同
行
事
の
起
こ
り
の
発
端
▼

こ
の
夏
ま
つ
り
、
回
を
追
う
に
つ
れ

回
り
の
杞
憂
を
よ
そ
に
充
実
の
一
途

参
加
人
員
も
約
二
千
人
と
過
去
最
高

を
数
え
、
十
九
日
に
行
わ
れ
た
女
王

選
出
大
会
に
ほ
百
五
0
名
も
の
応
募

者
が
つ
め
か
け
る
な
ど
査
の
夏
ま

つ
り
と
し
て
す
っ
か
り
定
着
し
た
感

が
あ
り
ま
す
▼
新
旧
の
コ
ン
ト
ラ
ス

の
な
か
て
、
同
夏
ま
つ
り
が
食

トの
新
し
い
息
吹
を
伝
え
る
も
の
と
し

て
今
後
増
々
発
展
し
て
ほ
し
い
も
の

て
す
。

4612
392
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新
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五
十
四
年
度

事
業
報
出
園
・
収
支
決
算
を
承
認
可
決

・
第
乃
回
議
員
総
会
・

昭
和
五
十
四
年
度
の
事
業
報
告
並
び
に
収
支
泱
算
の
需
を
求
め
る
第

七
十
三
回
議
員
総
会
は
、
去
る
七
月
十
貝
当
所
四
階
ホ
ー
ル
に
お
い
て

開
か
れ
、
両
案
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
可
決
さ
れ
九
。

総
会
は
小
林
会
頭
ら
八
十
二
名
(
【
謬
】
顧
型
嘱
に
つ
い
て

河
合
利
喜
蔵
氏
(
欄
ひ
の
り
商
店

内
委
任
状
四
十
九
名
)
が
出
席
、
小

林
会
頭
が
議
長
と
な
り
議
事
に
入
っ

会
長
に
顧
問
を
委
嘱

【
器
】
役
員
議
員
一
部
異
動
に
つ

六
ま
ず
協
議
事
項
の
第
一
号
議
案
「

い
て

昭
和
五
十
四
年
度
事
業
報
告
に
つ
い

⑦
常
議
員
全
号
議
邑
退
任

川
井
徳
蔵
氏
(
欄
南
都
水
産
会

て
し
は
原
案
通
り
、
第
二
号
議
案
「

昭
和
五
十
四
年
度
一
般
会
計
及
び
特

長
)
・
三
月
三
十
一
日
付

@
三
号
議
員
退
任

別
会
計
収
支
決
算
に
つ
い
て
」
も
そ

れ
ぞ
れ
原
案
通
り
需
可
決
さ
れ
た
。

河
合
利
喜
蔵
氏
(
欄
ひ
の
り
商

店
会
長
)
・
六
月
一
日
付

(
別
表
参
照
)

ま
た
第
三
号
議
案
「
常
議
員
一
名

@
一
号
議
員
異
動

◎
欄
第
一
勧
業
銀
行
査
支
店

補
欠
選
任
に
つ
い
て
」
は
、
徳
村
楢

良
氏
(
徳
村
商
店
代
ぎ
を
選
任
す

支
店
長

駈
松
平
弘
久
氏
@
渡
部
良
夫

る
こ
と
て
可
決
さ
れ
た
。

そ
の
他
、
報
告
事
項
に
つ
い
て
も

氏
 
9
河
三
十
一
日
付
)

そ
れ
ぞ
れ
次
の
通
り
報
告
さ
れ
い
ず
◎
日
本
生
命
保
険
鬮
食
支
社

れ
も
了
承
さ
れ
た
。

支
社
長

【
甜
】
三
号
議
員
選
任
に
つ
い
て

命
鷺
坂
二
郎
氏
但
川
村
尚

氏
西
月
二
日
付
)

中
谷
安
治
氏
(
欄
中
谷
玉
水
堂
社

邑
を
選
任

【
謬
】
常
設
委
員
会
並
び
に
各
部

【
謬
】
二
号
議
員
選
任
に
つ
い
て

会
活
動
に
つ
い
て

河
合
庄
治
氏
(
欄
ひ
の
り
商
店
社

各
活
動
状
況
に
つ
い
て
報
告
。

長
を
選
任

尚
、
豊
沢
醸
造
部
会
長
よ
り
部

、
(
、

会
再
編
成
に
つ
い
て
動
議
が
な
さ

れ
執
行
部
と
し
て
こ
の
件
に
対
し

早
急
に
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

【
翻
】
業
務
概
要
に
つ
い
て

四
月
S
六
月
ま
て
の
業
務
概
要
に

つ
い
て
報
告

【
謬
】
大
和
ハ
ウ
ス
エ
業
樹
の
届

出
に
係
る
大
綴
小
売
店
舗
に
お

け
る
小
売
業
の
事
業
活
動
に
つ
い

て本
件
は
大
和
ハ
ウ
ス
エ
業
欄
「
ホ

ー
ム
セ
ン
タ
ー
ラ
ン
バ
ー
査
店
L

の
進
出
に
係
る
も
の
て
、
同
店
の

事
業
活
動
に
つ
い
て
は
「
勧
告
す

る
必
要
は
な
い
」
旨
、
答
申
し
た

こ
と
を
報
告

【
器
】
会
員
増
強
に
つ
い
て

会
員
増
強
五
百
名
を
目
標
に
積
極

的
に
勧
誘
を
進
め
て
い
く
旨
説
明

を
な
す
と
と
も
に
協
力
依
頼
を
な

す
。

【
そ
の
他
】

①
資
金
運
用
の
万
全
を
期
す
る
た

め
、
一
般
会
計
の
一
時
借
入
限
度

額
を
予
算
額
の
一
割
相
当
額
の
六

百
万
円
と
定
め
、
そ
の
借
入
時
期
、

手
続
等
に
つ
い
て
は
執
行
部
に
一

任
す
る
。

②
当
所
会
館
に
入
居
す
る
一
善
堂

の
立
退
き
料
及
び
書
庫
等
の
整
備

費
と
し
て
こ
れ
ら
の
所
要
経
費
の

為
積
立
金
を
取
り
く
ず
し
流
用
す

る
こ
と
を
執
行
部
に
一
任
す
る
。

以
上
二
議
案
に
つ
い
て
も
そ
れ

ぞ
れ
承
認
可
決
さ
れ
た
。

ル
繍
斧
U

肌

、
、
"
'
、
き

喜
多
本
前
事
務
局
長
の
死
亡
に
よ

り
空
席
と
な
っ
て
い
た
当
所
新
事
務

局
長
に
藤
川
俊
治
氏
〔
写
真
〕
が
就

任
し
た
。

藤
川
氏
は
、
昭
和
二
十
六
年
査

市
役
所
に
奉
職
以
来
、
議
会
事
務

局
長
、
経
済
部
長
中
央
公
民
館
長

等
を
歴
任
し
た
。

尚
、
藤
川
事
務
局
長
は
業
務
部
長

事
務
取
扱
い
及
び
永
企
業
相
談
所

長
を
兼
務
す
る
。

轟

、

トぞリモ
ろつ奉

三
こ暮

゛

公
告

査
商
工
会
議
所
第
十
期
議
員
は

左
記
の
通
り
確
定
し
た
こ
と
を
公
告

し
ま
す
。

昭
和
五
十
五
年
七
月
十
日

奈
良
商
工
会
議
所
選
挙
委
員
会

記

雲
一
号
議
員
〕

中
谷
安
冶
欄
中
谷
玉
水
堂
奈
良

康
寺
林
町
二
九

〔
二
号
議
員
〕

河
合
庄
治
総
ひ
の
り
商
店
食

市
今
小
路
町
六
八

取
称
略
)

、
(

電
竃
電

召
口
日
禾

ー
」
J
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リ
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゛
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ヅ
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゛

゛
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q
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で

'
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1

理

1
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1

の

間

金

リ

保

コ

管

q

収

部

費
計

越

費

雑

与

費

繰

費

合

'

給

議

費

放

業

q

会

際

事

お
好
み
呉
服

气

~

息

、

交

計
金

還

゛

支

金

、

淀
一
戸

金

1

雑

ι

証

U

金

賛
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出

費

保
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装

協
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費

繰

の

務事
金

改
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、
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第143号(第三種郵便物認可)

昭和54年度収支決算総括表

昭和55年3月31日

業

一般会計

共 益

奈良会議所ニュース

36,293.600
1,078,000

商丁名鑑発刊
特別会計

8,096,000
16,976,003

別

掛
受入給付

商工名鑑発刊
積立金特別会計

金

382,000

1,000,000

中小企業相談所
会 計

昭和55年8月10日(毎月1回10日発行)

3,質9,127

務

2.5朋.442

1,120,000

怯定台帳作成管理費

69,001,172

30.192,9伽

退職粭与資金
積立金特別会計

24,444.522
661,372

4.67フ,854

8,147
258,445
1 648 592

4.07フ,118

9促,760
20,010,043

支

特定退職金共済
事業特別会計

2,136,544

建物維持管理費
払

],]16,270
1,414,600

利

1,120,000

1.486,701

特別

8,678,240

奈良商工会議所 (単位:円)

66,880

671,736

会館会計

1,844.600

商工名鑑発刊積立金
退職給与積立金

34,270,018

会館管理積立金

25,271,038

会館管理積立
特別会計

選挙

229.131

32,416,530

232,710

共済事業積立金繰入
職

473.452

Ⅱ,417,609
43,926

20,139,フ75

5,089.780

2,300,000

フ.100,000

44.037,]20

20,100,000
16.卯0,000

459,380

36,293,6伽

238,鳴5

フ,4舗,700

1,]20,山0

繰越
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1,朋2,038

35.896

1,078.000

46、6船.127

4.9",294

38.288.900

1,791,850

19,2舵,603

105,150
1,327,440

32,416,530

66,293,027

1、018,357

7 284 583

Ⅱ,899,972

2,708.145

78,890

17,175,358

1山,4印.436

19.160

4,756,431

2.000,000

229,131
20,1山,0伽

1、1舗.880

16,om.000

14,280

10,山0,000

フ,4舗,7働

461.712

818,875

602

10,000,000

4,944,294

125,461

1,147,200

44,037,120

1,146

459.380
5,075,453

],120、000

36.164 468
286,246,120

339、326

56,263,841

フ,4船,700
22.292

34,270,018
173,800

Ⅸ熔.362

29,531,904

6.049,071

4,295、640

1,794.600

^

''

25,166.703
921,920

10,MO,000

奈良会議所ニュース

2,136,544

3,5卯,000

93,120

1,Ⅱ6,270

4,9U.294

6,296,242

1,414,600

Ⅱ,042.940

13,843.533

3.833,526

U ,037、120

的5,174

"、エ'

245,280

9.496、700

ゞ

46.606、127

29,531.904
1,794 600
10,WO,000

西大寺店
郡山店
生駒店

3,500,000

74.5偽、922

4、944,294

昭和55年8月10日(毎月1回10日発行)

Ⅱ,042,940

28,953,514

1,120,000
8.585,600

゛ν

238.035

10,000,000

4,755,020
44,037,120
105,150

1,501,240
229,159,216

コ゛式

57,086,904

1~

曾§

5 Y

奈良市二条岡'1丁目1-9
大和郡山市丹後ノ庄町
生駒市谷田岡'1250乢ノ

0742(33)7671
07435(6)2731
07437(4)2181

1'

昆^
、、、^'艸、'、

^

.''

見〆

ム_盡獣舟,永、、趣遥ご'ー"ー、一●、."、t曳f、,',

1,

、.イ

お近くにこんな大きな家具専門店
、

インテリアづくり

△計

84 583

゛f

-2 -

収入

分担金

協鬢金

収入

局費

公課分担金
訣定福利費
福利厚生費
借人金返済

協賛金
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●

本
震

奈
良
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
て
あ
る
三
条
通
り
を
鐸
台
に
、
タ
暮
れ
の

歩
行
者
天
国
を
お
ぉ
い
つ
く
し
九
。
ハ
レ
ー
ド
隊
の
列
々
:
・
。
食
の
女
王

凖
女
王
が
ゆ
か
九
姿
て
笑
顔
を
ふ
り
ま
き
、
樫
快
な
り
ズ
ム
の
中
て
行
わ

れ
た
「
査
の
夏
ま
つ
り
し
は
、
熱
気
と
興
奮
て
幕
を
あ
け
た
。
雨
て
一

部
予
定
が
変
更
さ
れ
た
も
の
の
コ
ー
ス
を
埋
め
つ
く
し
た
約
十
万
人
の
観

衆
は
夏
ま
つ
り
独
特
の
雰
囲
気
に
酔
い
し
れ
た
。

^
^
^
^
^
^
一
^
^
^
一
^
・
^
^
^
^
、
^
一
^

r
纂
擦
'

一
経
'

六

"
鵡

エ
、

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
隊
の
マ
ー
チ
の
軽

快
な
ひ
び
き
。
奈
良
太
鼓
の
バ
チ
の

音
。
紙
吹
雪
の
中
て
足
を
お
ど
ら
せ

そ
れ
ぞ
れ

0

る
バ
ト
ン
ガ
ー
ル

に
装
い
を
こ
ら
し
た
。
ハ
レ
ー
ド
隊
が

通
過
す
る
た
び
に
観
衆
の
中
か
ら
ワ

ー
ツ
と
歓
声
が
あ
が
る
。
子
供
た
ち

の
ア
イ
ド
ル
・
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
や
大

男
の
ハ
ッ
サ
ン
な
ど
も
特
別
参
加
。

い
や
が
う
え
に
も
ま
つ
り
気
分
は
盛

り
あ
が
る
。

こ
の
後
人
の
流
れ
は
、
県
庁
前

1

一
嵐

、

一

一
'
一

一

゛

、

凡

棚
無
'
゛

航
遷

ゆ

一

'

、
一

一

、

智

一

、
.
モ
'

一

の
お
ま
つ
り
広
場
に
参
集
。
は
る
ば

る
天
川
村
か
ら
や
っ
て
き
た
理
源
太

鼓
の
勇
壮
な
り
ズ
ム
が
会
場
を
お
お

い
つ
く
す
。
特
設
ス
テ
ー
ジ
の
桑

ツ
ト
ラ
イ
ト
に
灯
が
つ
く
や
、
前
夜

祭
の
「
大
仏
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
て

入
賞
し
た
ア
マ
チ
ユ
ア
ロ
ッ
ク
バ
ン

ド
の
熱
演
。
査
の
女
王
が
水
着
姿

て
登
場
す
る
や
ま
つ
り
気
分
も
最
高

潮
。楽

し
い
夏
の
夜
の
宴
は
午
後
九
時

こ
ろ
ま
て
続
い
た
。

,
'
.

Y

ノ

A

゛
、

劫

ず

舮

>

W姦
、
、・

・
; コ

食
の
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
と

奈
良
市
観
光
協
会
て
は
、
こ
と
し
の

夏
ま
つ
り
の
感
想
と
今
後
の
同
ま
つ

り
の
ア
イ
デ
ア
等
を
募
集
し
て
い
る
。
一

提
峯
項
を
官
製
ハ
ガ
キ
に
書
き

奈
良
市
役
所
観
光
商
工
課
「
査
の

夏
ま
つ
り
提
案
係
」
ま
て
。
八
月
二

0
日
〆
切
り
0

、
、

叉
一
、

が
、
.
、
、

ゞ
一

一

、
ノ
,
゛
し
ゼ
^
、
:
キ
.

゛

'

、雌
之
一

、

、
~゛一

C
▼

、
'
イ

琳

'、

一

1

、

ゞ

.

、
点り

゛

一
工

1ノ

ー
、
.

、
、
ノ ゛

ー

〔
水
着
賞
〕

コ

、

リ

'
ν
与

撰
良
鱗
謝
悩
一
郁
耐

1

芋
、
y
、
ノ

ψ

、

、゙

一

一

゛
、

同
選
出
大
会
に
は
三
・
六
倍
の
難

関
を
勝
ち
抜
い
た
三
0
名
の
候
補
者

が
ゆ
か
た
及
び
水
着
姿
て
ス
テ
ー
ジ

に
登
場
。
い
ず
れ
劣
ら
ぬ
美
貌
と
プ

口
犬
ー
シ
"
ン
の
持
ち
主
と
あ
っ
て

会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
た
。

ま
た
、
会
場
て
は
「
芹
洋
子
オ
ン

ス
テ
ー
ジ
L
 
も
開
催
さ
れ
、
興
奮
の

渦
の
中
て
ス
テ
ー
ジ
と
客
席
が
一
つ

に
な
る
な
ど
新
し
い
夏
ま
つ
り
の
創

造
を
感
じ
さ
せ
る
盛
り
上
が
り
を
み

せ
た

(
(

、

゛

.

纛

'
゛
掘
'
一
、
ゞ
キ

゛

'

一
一
゛

一

、

*

)

「
奈
良
の
夏
ま
つ
り
」
の
最
大
の
呼
び
物
て
あ
っ
九
奈
良
の
女
王
選
出

大
会
は
、
先
月
十
九
日
、
あ
や
め
池
円
形
大
劇
場
に
お
い
て
、
約
一
千
三

百
名
の
観
客
を
集
め
華
々
し
く
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

結
果
本
年
の
奈
良
の
女
王
に
は
林
和
代
さ
ん
(
一
九
)
・
学
生
、
が
み

こ
と
栄
冠
を
獲
得
。
準
女
王
に
は
橋
本
裕
子
さ
ん
二
八
)
Π
学
生
打

田
直
子
さ
ん
(
二
己
Π
会
社
員
、
梅
谷
淑
子
さ
元
(
二
己
・
会
社
員

森

゛

,
小

島
リ

、

美

抽

゛
゛
1

の
三
人
が
選
ば
れ
た
。

な
お
、
女
王
に
選
ば
れ
た
林
さ
ん

に
は
副
賞
と
し
て
ハ
ワ
イ
旅
行
、
準

女
王
の
三
人
に
は
グ
ァ
ム
島
旅
行
が

。
フ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
0

特
別
賞
受
賞
者
は
次
の
通
り
。

〔
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
賞
〕
学
生
・
田
村

亜
子
さ
ん
交
九
)

〔
ゆ
か
た
賞
〕
学
生
・
中
田
優
子
さ

ん
(
二
9

〔
水
着
賞
〕
学
生
・
森
真
弓
さ
ん
(
一

九
)

ノ

み
先

込
せ

申
合

お
ル

※

閥
■
巨

ト
{
至
座

ス
講

テ
教
習学

学
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升

進
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さ
ん

〔
チ
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ン
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〕
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第143号(第三種郵便物認可)
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ー,

奈良会議所ニュース昭和55年8月10日(毎月1回10口発行)

'80奈良の女王
林和代さん

i

、、,再
や ^

亭゛

}

τ
、之

'8@奈

梅谷淑子さん

、1総
、1イ"参

ノ゛

ミ
,,

良の
あふれ

橋本裕子さん

^

第143号(第三種郵便物認可)

奈良県教育テスト協会

夏ぽ

真弓さん

白衣・事務服・作業服
〔奈良県庁・奈良市役所指定業者〕

燮§^^ユニフォーム

る熱気
( J

>

、ー

中田優子さん

TEL
奈良市四条大路5-フ-10
奈良(0742)33-0 2 5 5 (代表)

夏まつりの
アイデア募集

奈良会議所ニュース

田村亜子さん

'裂

.

き"、

総合企画・設計・監理

^松鯵桝谷設計
代表取締役桝谷博行

鎚

、゛ユ、"郵峡,'゛点'舟゛

4"、

、

r価,
ゞ

奈良市杉ケ西町・国鉄奈良駅南3分
橿原市兵部町福又ビル2F
五條市五条1丁目桜井誠女堂内

製ゞ

昭和郭年8月10日(毎月1回10日発行)

ぎ

の

本牡及ぴ
奈良事務所

京都事務所

打田直子さん

ミ叉、

奈良

京都市

゛.

'奈良の女王も

パレードに参加

^リ3."'

▼バチもかろやか

奈良太鼓

_奈ゑ

'゙

^

^

"
'

な゛
'J

、

,鴫、、'

'

-4 -

^

^

゛ ^

合0742(23)2123q勺〒630
合07"2(3)5028(代〒634
合07472(3)1313q勺〒637

中学・高校への最高の進学実績と補習教育の充実

弍

、、

'寸↓

、ー>

抜群の実績を誇る信頼と成果.ノ

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^ーーーー^ーーー
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第143号(第三種郵便物認可)

夏期集中講座
-80年代の日本経済展望一

講師奈良県立短期大学教授
商学博士由比凌氏

場所奈良商工会議所4階中ホール

受講料無料

第 1 回 8月19日1火)18:00~20:00

奈良会議所ニュース

第 2 回 8月25日(月)18:00~20:00

テーマ経済成長の動向と景気変動

第 3 回 9月1日明)18:00~20:00

テーマ国際通貨不安・資源制約をめぐる諸問題

テーマ金融情勢と企業金融の動向
◎多数参加ください

小企業等経営改善資金融資制度
一無担保・無保証人一

本融資制度は、奈良商工会議所の経営指導を受けて経営改善し、事
業を発展させようとお考えの方々に、必要な小口の事業資金を、商工会議所会頭の推薦て国民金融公庫より無担保・無保証人てお貸しする
ものてす。
貸付対象/常時雇用する従業員の数が、商業・サービス業て

は5人以下、製造業その他ては20人以下の企業て
あること。 (注)環境衛生業種(飲食店、理・
美容店、クリーニング店など)の方は運転資金に
限られます。尚、設備資金については環境衛生金
融公庫の小企業設備改善資金が受けられます。

資金使途/設備資金・運転資金
貸付限度額/3m万円

率/年7.2%利
済期'限/設備 4年以内返 必要に応じ6ケ河以内の据

置きの取扱可均等償還
運転 3年以内必要に応じ6ケ月以内の据避.財舸峡艇)

担保・イ呆三正~/不要 (信用保証協会の保証もいりません)
貸出機関/国民金融公庫
※本制度についてのお問い合せは当所中小企業相談所

(T E L ⑳6訟2(代}まて'。)

昭和55年8月10日(毎月1回10日発行)

ご

電気・計装・空調

第143号(第三種郵便物認可)

電

大切

C

はみんなのもの

に使いましょう

昭和55年8月10日(毎月1回10日発行)奈良会議所ニュース

0" 西電力(株)奈良支店
^支店長和田善

談る 急別用産止 に和

7

( ( 会員増強運動実施中.ノ

当所ては7、 8月を会員増強月間
として、会員増強運動を展開して
おります。ご協力お願い致します。

信頼の大きさ・
近電工の
技術で式
脈動し、呼吸し、成長する都市の、
生命のシステムをつくる
技袮昶雛かさ・・。
近電工は大きな信頼にこたえまナ。

肪災・土木
近畿電気工事総奈良支店

支店長小柴
奈良市西木辻町25-1
TEL (0742)⑳5010

修
..^

^

ゞ.

.. ・・毛、・
.偉

6

^蓬竃王

人
の
使
い
方

理
解

し
オ
 
L

ニ
・
二
六
事
牛
九
死
に
一
生
を

得
た
時
の
総
理
大
臣
の
岡
田
啓
介
は
、

総
理
に
な
る
と
、
金
銭
の
価
値
人

及
び
国
民
の
顔
の
三
つ
が
わ
か
ら
な

く
な
っ
て
き
て
、
こ
れ
が
わ
か
ら
な

く
な
る
と
、
総
理
は
の
た
れ
死
を
す

る
も
の
だ
と
側
近
に
も
ら
し
た
そ
う

て
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
今
日
て
も
変

わ
ら
な
い
の
て
は
な
か
ろ
う
か
。

政
治
献
金
と
か
て
、
こ
れ
と
い
っ

九
仕
事
を
し
な
い
の
に
百
万
、
千
万

単
位
の
金
が
は
い
っ
て
く
る
と
な
れ

ば
金
銭
の
価
値
は
な
く
な
ろ
う
。

ま
た
、
と
り
ま
き
が
、
好
ま
し
く

な
い
情
報
は
耳
に
入
れ
な
い
よ
う
に

し
九
り
、
と
ま
す
り
を
し
九
り
、
自

分
の
敵
を
お
と
し
い
れ
る
九
め
の
ザ

ン
言
を
し
た
り
と
い
う
こ
と
に
な
れ

ぱ
、
人
も
わ
か
ら
な
く
な
ろ
う
。

さ
ら
に
、
治
め
る
側
と
、
冶
め
ら

れ
る
側
と
立
場
の
違
い
て
、
国
民
が

政
治
に
求
め
て
い
る
こ
と
と
、
政
治

家
は
国
民
が
政
治
に
求
め
て
い
る
と

考
え
て
い
る
こ
と
の
間
に
は
ズ
レ
が

生
じ
て
く
る
も
の
て
、
政
治
家
と
し

て
の
経
験
が
永
く
な
れ
ぱ
、
こ
の
ズ

レ
も
ひ
ど
く
な
っ
て
い
く
こ
と
も
致

従
業
員
や
他
人
の
気
持

し
方
な
い
こ
と
て
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
の
三
つ
が
わ
か
ら
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
、
政
治
家
、

と
く
に
、
そ
の
り
ー
ダ
ー
九
る
総
理

と
し
て
不
適
任
に
な
る
の
は
当
然
の

こ
と
て
あ
ろ
う
0

以
上
は
総
理
の
話
だ
が
、
企
業
の

ト
ッ
プ
て
も
似
た
よ
う
な
こ
と
か
一
言

え
る
の
て
は
な
か
ろ
う
か
。

も
っ
と
も
、
経
営
者
は
政
治
家
と

違
っ
て
、
金
の
価
値
が
わ
か
ら
な
く

な
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
が
、

や
は
り
お
も
ね
る
取
わ
ま
き
の
た
め

に
、
人
が
わ
か
ら
な
く
な
り
、
ま
た

使
わ
れ
て
い
る
従
業
員
と
の
立
場
の

違
い
か
ら
、
従
業
員
の
気
持
も
理
解

し
に
く
く
な
っ
て
い
く
傾
向
が
あ
る
0

人
や
従
業
員
の
気
持
が
理
解
て
き

な
く
な
れ
ば
、
経
営
者
は
失
格
て
あ

る
こ
と
は
こ
と
わ
る
ま
て
も
な
い
て

あ
ろ
う
。

こ
れ
を
防
ぐ
に
は
ど
ぅ
し
た
ら
よ

い
て
あ
ろ
う
か
。
そ
の
喜
は
、
自

分
に
何
て
も
率
直
に
忠
告
し
て
く
れ

る
友
人
、
い
さ
め
て
く
れ
る
部
下
を

持
も
、
そ
の
墨
口
、
諌
言
に
素
直
に

耳
を
傾
け
る
こ
と
て
あ
る
。

こ
う
し
九
友
人
や
部
下
を
持
つ
こ

と
は
決
し
て
九
や
す
い
こ
と
て
は
な

く
、
多
分
に
人
柄
も
関
係
す
る
が
、

自
分
か
ら
す
す
ん
て
自
分
の
至
ら
な

い
点
を
聞
き
出
す
よ
う
に
努
力
す
る

こ
と
も
大
切
て
あ
る
。

ま
九
、
人
に
た
よ
る
ば
か
り
て
な

く
、
自
分
の
り
ー
ド
に
対
す
る
下
の

反
応
と
い
う
も
の
を
常
に
注
意
深
く

観
察
し
、
そ
の
結
果
を
あ
と
に
役
立

て
る
よ
う
に
す
る
こ
と
も
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
努
力
を
お
こ
九
れ
ば
、

い
か
に
す
ぐ
れ
た
能
力
の
持
ち
主
て

も
、
長
い
間
に
は
必
ず
、
人
や
従
業

員
の
気
持
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い

く
も
の
て
あ
る
0

商
工
中
金
否
経
営
誤
所

内
田
知
二

無
り
ン
洗
剤
の
ご
使
用
を

新
聞
等
て
ご
存
知
の
よ
う
に
、
水

質
保
全
対
策
と
し
て
「
り
ン
削
減
対

策
」
が
今
日
的
行
政
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

当
県
に
お
い
て
も
本
年
五
月
二
0

日
に
奈
良
県
合
成
洗
剤
対
策
推
進
要

領
が
制
定
さ
れ
、
合
成
洗
剤
対
策
が

総
合
的
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

合
成
洗
剤
の
使
用
に
つ
い
て
は
現

在
そ
の
利
径
・
経
済
性
が
ら
我
々

の
生
活
に
広
く
定
着
し
て
い
ま
す
が

璽
保
全
を
図
る
九
め
、
次
の
事
項

に
つ
い
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

◎
販
売
店
に
お
け
る
石
け
ん
等
り
ン

を
含
ま
な
い
洗
剤
の
常
置
販
売

◎
り
ン
を
含
む
合
成
洗
剤
の
贈
答
品

兼
売
品
・
広
告
品
か
ら
の
除
外
及

峽
西
省
・
西
安
市

経
済
友
好
訪
日
団
当
所
を
訪
問

去
る
七
月
二
0
日
、
何
承
華
映
西

省
副
省
長
を
団
長
と
す
る
経
済
友
好

訪
日
団
一
行
七
名
が
当
所
を
表
敬
訪

胡
し
た
0

当
日
は
、
当
所
の
小
林
会
頭
、
谷

び
石
け
ん
等
り
ン
を
含
ま
な
い
洗

剤
の
推
奨

i

栄
X
X
X
X
栄
X
黒
X
X
栄
X
X
X
1
栄
栄
X
X
X
栄
X
栄
X
X
栄
X

商
工
調
停
士
に
上
林
氏
を
再
任

倒
産
防
止
特
別
相
談
室

昨
年
四
月
に
発
足
し
九
当
所
倒
産

防
止
特
別
相
談
室
の
中
心
メ
ン
バ
ー

と
な
る
商
工
調
停
士
に
昨
年
に
続
き

上
林
安
彦
氏
を
委
嘱
し
た
。

奥
査
市
経
済
部
長
杉
山
経
済
同

友
会
特
別
幹
事
ら
経
済
界
関
係
者
十

七
名
が
出
席
、
日
中
の
経
済
友
妊
父

流
に
つ
い
て
約
二
時
間
に
わ
た
り
意

見
を
交
換
し
九
。

滋
催
■

、
、
、
特
別
相
談
{
至

な
お
、
そ
の
他
の
構
成
員
て
あ
る

弁
護
士
(
川
井
信
明
氏
)
、
公
認
会
計

士
(
中
嶌
良
次
氏
)
、
朱
企
業
診
断

士
(
井
上
誠
逸
氏
)
も
従
来
通
り
。

永
企
業
が
倒
産
寸
前
の
事
能

九
場
合
倒
産
に
伴
、

直
面
し

乱
を
未
然
に
防
止
す

会
的
混

創
設
さ
れ
た
「
倒
産

要
か
ら

談
室
」
を
紹
介
し
ま
す

、
Ⅱ
目

、
牙
木

室
は
、
商
工
調
隼
、

同
相
談

経
理
士
及
び
事
務
・
、

護
士
、

成
さ
れ
具
体
的
に
は
次
の
事

実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す

不
渡
手
形
を
出
す
等
倒
産
の
帆

中
小
企
業
者
か
ら
の

の
あ
る

談
を
受
け
て

イ
当
該
中
小
企
業
者
の
財
務
内

{
写
の
把
握

の

口
当
面
決
済
す
べ
き
手
形
の
処

決

気

◎
◎

理
ハ
再
建
可
能
か
ど
ぅ
か
の
検
討

及
び
再
建
蚕
の
検
討

二
生
編
者
・
銀
行
等
へ
の
協
力

イ
の
イ

ホ
そ
イ
そ

②

産
倒
産
関
倭
令
(
内
整
理
・

議
.
会
社
整
理
・
会
社
更
生
等
)

=

整

す
る
相
談
・
指
導

Π
談

関

る
そ
の
他
氷
企
業
の
倒
産
防

の要
よ
事

必
要
な
事
項
(
中
小
企
業
倒

止
共
済
制
度
・
中
小
企
業
信

防

7

険
法
に
基
づ
く
倒
産
関
連
特

呆

に
基

置
・
中
小
企
業
倒
産
対
策
緊

措
篇
度
等
の
啓
蒙
・
推
進
)

等

こ
の
よ
う
な
事
態
に
直
面
す

の

※

う

れ
の
あ
る
方
は
早
め
に
当
相

恐

の

る

室
ま
て
御
連

T
E
L

◎
◎
◎
◎

、
,
令
(
内
整
理

・
会
社
更
生

.
ヒ
日チ、

ハ
企
業
の
倒
産

項
(
中
小
企
業

度
・
中
小
企
業

づ
く
倒
産
関
連

企
業
倒
産
対
策

の
啓
蒙
・
推
進

な
事
態
に
直
面

方
は
早
め
に
当

絡
く
だ
さ
い
。

⑳
六
三
三
純
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ビ
ア
ー
0
、
ー
テ
ィ
ー

ビ
ー
ル
業
界
最
前
線

ー
フ
月
例
△
=
ー

去
る
7
月
鈴
日
咽
午
後
6
時
よ
り

松
岡
泰
夫
氏
宅
菊
一
文
珠
四
郎
包

永
)
に
て
、
本
田
部
長
・
津
森
委
員

長
他
舗
名
が
去
加
し
て
サ
ッ
ポ
ロ
ビ

ー
ル
欄
大
阪
支
店
・
販
売
第
3
課
長

清
水
彰
氏
を
お
招
き
し
て
ビ
ア
ー
。
ハ

ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
た
0

こ
の
中
て
清
水
氏
は
ビ
ー
ル
の
雑

学
と
題
し
て
ビ
ー
ル
の
歴
史
・
製
造

法
・
販
売
戦
略
及
び
そ
の
効
用
に
つ

い
て
講
話
。

ま
ず
ビ
ー
ル
の
歴
史
は
今
か
ら
約

五
千
年
以
前
か
ら
人
間
に
愛
さ
れ
、

特
に
近
世
て
は
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
て
人
気

を
博
し
、
わ
が
国
て
の
本
格
的
な
製

造
は
明
治
時
代
に
官
営
工
場
と
し
て

札
幌
に
て
製
造
さ
れ
、
そ
の
後
順
次

拡
大
生
産
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い

る
0業

界
の
歴
史
は
戦
前
、
大
日
本
ビ

ー
ル
、
麒
麟
麦
酒
の
2
社
を
中
心
に

生
産
さ
れ
、
戦
後
大
日
本
ビ
ー
ル
か

ら
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
、
ア
サ
ヒ
ビ
ー

ル
、
麒
麟
麦
酒
そ
し
て
最
近
の
(
一

時
宝
ビ
ー
ル
)
サ
ン
ト
リ
ー
ビ
ー
ル

と
概
ね
4
社
に
て
生
産
さ
れ
て
い
る
。

現
在
そ
の
シ
ェ
ア
ー
は
鉐
%
が
麒
麟

麦
酒
が
占
め
て
い
る
も
の
の
、
こ
こ

最
近
生
ビ
ー
ル
の
浸
透
に
よ
り
そ
の

シ
エ
ア
ー
は
逐
次
縮
ま
っ
て
い
る
の

が
現
状
て
あ
る
と
力
説
。

そ
の
後
バ
ン
ド
演
奏
・
歌
謡
大
会

等
多
彩
な
催
物
を
行
い
大
い
に
親
睦

を
深
め
九
。

<
8
月
例
舍

と
き
 
8
月
Π
日
⑨
玲
日
月

と
こ
ろ
天
の
川
旅
行
村
青
少
年

キ
ャ
ン
プ
場

テ
ー
マ
フ
フ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ

大
会

会
費
幼
児
を
除
く
参
加
者
1

人
に
つ
き
2
、
0
0
0
円

。
*
貫
太
鼓
.
響
く

夏
ま
つ
り
パ
レ
ー
ド

去
る
7
晶
日
午
後
5
時
よ
り
夏

ま
つ
り
。
ハ
レ
ー
ド
。
本
田
部
長
以
下

肋
名
査
太
鼓
高
ら
か
に
響
く
。

語
大
文
字
社
長
斎
藤
強
氏
の
指
導

の
下
、
猛
練
習
の
成
果
見
事
に
発
揮
。
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7
月
例
会
開
催

七
月
八
日
、
午
前
十
一
時
三
十
分

よ
り
、
遠
藤
幸
子
氏
の
『
女
の
側
か

ら
み
た
性
に
つ
い
て
』
と
い
う
テ
ー

マ
に
て
、
話
を
拝
聴
し
た
。

内
容
は
「
若
年
層
の
性
の
ス
ポ
ー

ツ
化
、
乏
主
体
の
性
よ
り
男
女
平

等
の
性
へ
移
行
す
べ
き
だ
が
、
ま
だ

ま
だ
男
性
主
体
の
性
て
あ
る
の
て
男

性
は
女
性
の
側
の
こ
と
を
考
え
て
ほ

し
い
。
自
分
の
娘
さ
ん
が
い
た
ず
ら

さ
れ
た
時
の
こ
と
を
考
え
て
、
息
子

さ
ん
を
教
育
し
て
ほ
し
い
。
息
子
の

性
教
育
は
父
親
が
す
べ
き
、
て
あ
る
」

な
ど
話
を
さ
れ
た
。

詩
吟
同
好
会
開
催

毎
週
金
曜
貝
午
後
六
時
よ
り
八

時
ま
て
、
会
員
の
岩
間
大
典
氏
の
好

意
に
よ
り
実
施
し
て
い
る
。

希
望
者
は
事
務
局
へ
ど
ぅ
ぞ
。

万
葉
講
座
開
催

七
月
十
四
日
森
川
辰
造
氏
に
よ

る
万
葉
講
座
シ
リ
ー
ズ
の
第
二
回
目

を
開
催
し
た
。
次
回
は
八
月
十
一
日

月
に
開
催
す
る
予
定
ゼ
あ
る
。
希
望

の
方
は
事
務
局
へ
ど
ぅ
ぞ
。

7
月
第
二
例
会
開
催

七
月
二
十
二
貝
午
後
五
時
三
十

分
よ
り
大
和
証
券
欄
奈
良
支
店

支
店
長
鶴
沢
起
氏
の
「
株
・
よ

も
や
ま
話
」
を
聞
い
た
。
な
ぜ
ダ
ウ

平
均
が
一
万
五
千
円
に
な
る
か
と
い

う
こ
と
等
を
話
さ
れ
た
。

今
後
の
予
定

八
月
例
会
を
八
月
十
二
日
に
開
催

す
る
予
定
。
詳
細
は
会
員
に
追
っ
て

通
知
致
し
ま
す
。

新
入
会
員
 
4
月
S
7
月

蔽
称
略
)

0
山
本
直
明
春
日
化
学
工
業
快

専
務
取
締
役

0
鶴
谷
礼
子
立
正
芸
術
学
院

評
議
員

0
片
岡
稔
側
桃
山
荘専

務
取
締
役

ρ
河
野
ヒ
サ
子
名
萬
々
堂
通
則

(

代
表
社
員

0
井
上
二
郎
枕
井
上
寝
具
店
社
長

0
松
井
英
夫
喩
松
井
た
ん
す
店

社
長

1゛
へ
、

、

無

9

.
、

、
之 、

、

"C

(

、
厘
匡
,
匡
工
匡
是
是
角
匡
,
匡
豊
虚
工
匡
工
匡
ヨ
■
置
工
匡
工
匡
■
匡
,
軍
冒
庫
魯
吐
宝
匡
三
匡
冨
区
,
匿
冨
匡
魯
虻
,
匡
寓
匿
胃
直
,
匡
=
匡
=
区
肯
置
冨
型
=
置
,
匡
冨
匡
冨
'
ヨ
匡
,
匡
冨
置
冨
匡
冨
匡
=
置
冨
匡
翌
冨
匡
工
匡
,
匡
冒
匡
冨
低
工
匡
,
■
冨
匡
冨
匡
工
匡
冨
匡
工
匡
=
匡
喜
区
冨
柾
,
匡
,
匡
胃
区
,
匡
工
匡
冨
匡
冨
置
工
匡
盟
軍
寓
匡
冨
匡
工
匡
,
匡
冨
匡
工
匡
工
匡
,
匡
,
匡
工
匡
,
匡
写
匡
冨
置
,
置
冨
区
罰
置
羽
置
冨
匡
冨
匡
冨
匡
工
匡
冨
匡
冨
匡
胃
匡
=
匡
劉
匡
胃
匡
=
賦
,
醒
,
匡
工
置
=
置
=
匡
,
区
冨
低
工
匡
苫
匡
工
匿
,
匡
工
虻
割
匡
詩
匿
喬
府

1
y

J

←
1
、
一勺

、

壷

、
゛
一

゛.
゛
亀

.

(

゛

リ

.

金

i

.

す

凱

.
.

゛

消
費
の
低
迷
が

定
常
化
し
て
い
る

な
か
て
、
「
小
売
店

も
神
様
て
す
し
と

ば
か
り
に
メ
ー
カ

ー
が
一
段
と
小
売

店
へ
の
接
近
を
強

め
て
い
る
と
い
う
。

例
え
ば
、
家
電

"
一

1

、

゛

"

"
こ

制両員制員制

主
,
.
ン
 
b

斗
Y

゛

斤務
正
正

蚕
V

■

雫C
,

、

'

,
』

、

姿
勢
を
百
八
十
度

転
換
し
よ
う

゛

虻

.
'

健
康
と
若
さ
を
保
つ

イ
ン
ペ
ッ
ク
ス
栄
養
補
助
食
品

小
麦
脛
芽
油
プ
ロ
テ
ィ
ン
プ
ル
ー
ン

川
メ
ー
カ
ー
て
は
、
家
電
量
販
店
や

ス
ー
。
ハ
ー
の
攻
勢
て
そ
の
シ
エ
ア

風ψ
1
が
六
0
%
ま
て
低
下
し
九
系
列

"一
小
売
店
を
再
浮
揚
さ
せ
る
た
め
、

一
新
し
い
イ
メ
ー
ジ
の
店
舗
作
り
か

一
ら
販
売
促
進
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
ま
て
、

タ
、

ソ
れ

人
博

メ
ー
カ
ー
は
経
営
相
談
室
を
設
置
し
、

各
語
談
に
応
じ
る
ほ
か
、
小
売
店

経
営
者
を
対
象
に
定
期
、
不
定
期
研

修
会
を
開
い
て
い
る
。
そ
れ
ば
か
り

て
な
く
、
小
売
店
の
台
所
に
消
費
者

を
集
め
て
料
理
と
ワ
イ
ン
の
結
合
し

た
ホ
ー
ム
。
ハ
ー
テ
ィ
の
開
催
を
推
進
、

小
売
店
が
要
望
す
れ
ば
ワ
イ
ン
・
コ

ン
。
ハ
ニ
オ
ン
を
派
遣
し
て
。
ハ
ー
テ
ィ

を
演
出
す
る
な
ど
積
極
的
な
小
売
店

援
助
を
行
っ
て
い
る
。

空
前
の
高
ま
り
を
み
せ
る
国
民
の

ス
ポ
ー
ツ
熱
に
乗
っ
て
い
る
ス
ポ
ー

風肌両"

商

一
丁

ず
イ

↑
吸方

0
井
碩
美
津
子

蔦
西
 
F

蔦
西
番
8
7レ5/5

"一
ヤ
ル
気
あ
る
店
の
育
成
に
乗
り
出

画

れ
は
、
消
費
者
に
買
物
の
場
を
提
田

川
し
て
い
る
。

興"

供
し
、
品
質
・
価
格
か
ら
見
て
適
一

＼

加
工
食
品
メ
ー
カ
ー
て
は
、
1ノ

正
な
商
品
を
適
切
な
品
揃
え
て
適
川

川
売
店
の
売
り
場
の
工
夫
演
出
の

量
を
保
持
す
る
こ
と
に
あ
る
こ
と

川
新
技
術
の
開
発
な
ど
、
き
め
細
か

い
フ
ィ
ー
ル
ド
活
動
を
し
て
い
る
。
ツ
用
口
累
界
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
用
具
な
い
の
が
現
状
だ
ろ
う
。
「
一
将
功

を
考
え
る
と
消
費
者
の
側
に
立
っ

"

菓
子
・
。
ハ
ン
業
界
て
も
需
要
の
の
そ
れ
を
上
回
る
ウ
エ
ア
(
衣
料
)
成
っ
て
万
骨
く
た
び
れ
る
」
と
い
う

て
、
消
費
者
の
代
弁
者
と
し
て
メ

"M一
堀
り
起
こ
し
を
ね
ら
っ
て
メ
ー
カ
の
伸
び
か
ら
、
ウ
エ
ア
を
制
す
る
者
と
こ
ろ
だ
。

ー
カ
ー
や
卸
売
業
に
対
す
る
の
が

-
1
主
導
の
新
し
い
イ
メ
ー
ジ
の
店
が
市
場
を
制
す
る
と
い
わ
れ
な
が
ら
こ
の
よ
う
な
結
果
と
な
る
の
は
一

小
売
業
の
本
来
の
姿
勢
て
あ
ろ
う
。
川

依
然
用
具
依
存
を
脱
し
切
れ
な
い
大
体
何
故
か
。
図
を
見
て
い
た
だ
き
九

メ
ー
カ
ー
に
尻
を
叩
か
れ
た
消
川

加
舗
改
装
を
進
め
て
い
る
。

メ
ー
カ
ー
ー
卸
売
1
売
業

、
0

極
的
な
販
売
活
動
に
苦
労
す
る
よ

ビ
ー
ル
、
ウ
ィ
ス
キ
ー
、
ワ
イ
部
分
の
小
売
店
の
意
識
変
革
を
ど
ぅ

し

ン
な
ど
酒
類
業
界
て
は
、
商
品
を
行
う
か
に
力
点
を
置
い
て
小
売
店
対
 
1
消
費
者
と
い
う
関
係
の
中
て
小
売

り
も
自
店
を
支
持
し
て
く
れ
る
消
川

費
者
の
要
求
に
答
え
る
九
め
に
積
一

一
並
べ
て
置
け
ば
売
れ
る
時
代
は
既
策
を
進
め
は
じ
め
て
い
る
。

業
が
メ
ー
カ
ー
と
卸
売
業
の
側
に
立

一
に
過
ぎ
去
っ
九
と
判
断
小
売
店
兎
も
角
、
小
売
店
が
、
製
品
の
売
っ
て
消
費
者
に
対
し
て
ぃ
る
の
が
一

極
的
な
仕
入
活
動
に
努
力
す
る
こ

一
の
経
営
や
販
売
促
進
に
直
接
関
与
り
上
げ
を
伸
ば
す
第
一
線
と
し
て
、
般
て
あ
る
が
、
こ
の
場
合
小
売
業
が

と
こ
そ
が
、
小
売
店
の
本
来
の
姿
一

一
し
、
指
導
し
て
い
く
こ
と
が
、
メ
ま
た
製
品
開
発
な
ど
の
た
め
の
消
費
本
来
の
機
能
を
果
し
て
い
な
い
の
て
、

勢
な
の
て
あ
る
。

-
ー
カ
ー
の
新
し
い
任
務
と
考
え
る
者
情
報
の
擬
拠
点
と
し
て
、
メ
ー
当
然
に
立
場
は
弱
く
、
不
利
と
な
る
。

^
に
至
っ
て
ぃ
る
よ
う
だ
。
そ
こ
て
、
カ
ー
と
消
費
者
を
結
ぶ
接
点
て
あ
る
そ
こ
て
、
小
売
業
の
機
能
だ
か
、
そ
宗
企
業
診
断
士
井
上
誠
逸
一

匡
坐
区
=
区
,
区
冨
匡
ヨ
匡
,
区
=
柾
冨
匡
M
匡
,
区
零
匡
,
匡
=
匡
=
区
呈
匡
,
匡
冨
匡
=
匡
,
匡
,
匿
,
匿
置
,
匡
,
区
,
区
角
匡
冨
区
孟
,
匡
冨
匡
工
匡
=
虹
,
匡
,
匡
=
匡
署
区
,
置
,
匡
魯
匡
,
匡
=
匡
=
巨
胃
軍
,
匡
工
匡
=
'
,
就
,
匡
言
匡
=
匡
,
匡
角
匡
,
置
=
匡
=
匡
,
直
罰
匡
,
匡
=
匡
=
'
盟
匡
冨
匡
冨
区
冨
'
=
区
=
■
ヨ
区
■
匿
=
厘
冨
匡
=
匡
,
匡
冨
匡
冨
匡
=
匡
,
匡
冨
匡
冨
匡
工
匡
,
匡
冨
匡
豊
匡
工
匡
,
匡
ネ
匡
,
匡
=
匡
ヨ
区
ヨ
匡
工
匡
=
区
,
柾
ヨ
区
冨
霊
冨
区
.
'
冨
置
冨
匡
置
工
匡
,
匡
,
匡
冨
匡
工
匡
,
匡
工
匡
工
匡
=
匡
,
匡
昂
区
,
、

9
永
井
徳
治
郎
学
校
法
人

永
井
学
園
理
事
長

田
森

小
売
業
の
姿
勢

こ
と
を
考
え
れ
ぱ
、
メ
ー
カ
ー
に
と

つ
て
八
0
年
代
の
大
き
な
課
題
は
小

売
店
育
成
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。

と
こ
ろ
て
、
メ
ー
カ
ー
の
利
害
と

小
売
店
の
利
害
が
お
お
む
ね
一
致
す

る
と
こ
ろ
か
ら
、
小
主
ル
店
は
、
過
去

に
お
い
て
も
事
あ
る
毎
に
、
メ
ー
カ

ー
の
主
導
て
販
売
促
進
に
努
め
、
そ

し
て
、
そ
れ
な
り
の
利
益
が
あ
っ
た

よ
う
に
思
わ
れ
た
が
、
結
局
の
と
こ

ろ
、
メ
ー
カ
ー
は
大
き
く
成
長
し
強

く
な
っ
た
の
に
、
小
売
店
は
、
極
一

部
を
除
い
て
は
あ
ま
り
成
長
し
て
い

型
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"
相
続
と
税
金
・

ご
存
知
で
す
か
計
算
の
方
法

相
続
税
は
、
人
が
死
亡
し
て
そ
の
人
の
財
産
を
相
続
や
遺
贈
(
遺
言
に

よ
っ
て
財
産
を
ゆ
ず
る
こ
と
)
に
よ
る
と
き
に
か
か
る
税
金
て
す
。
遺
産

を
相
続
す
る
場
貪
相
続
人
は
だ
れ
か
と
か
、
遺
産
の
分
割
は
ど
う
す
る

か
な
ど
、
種
々
の
問
題
が
出
て
き
ま
す
の
て
、
相
続
税
は
複
雑
な
税
金
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
て
、
相
続
税
は
ど
の
く
ら
い
の
財
産
か
ら
か
か

る
の
か
、
ど
ん
な
計
算
嘉
に
な
っ
て
い
る
の
か
な
ど
、
そ
の
あ
ら
ま
し

を
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

一
定
額
を
超
え
た

場
合
に
相
続
税
が

相
続
税
は
、
相
続
や
遺
贈
に
よ
っ

て
も
ら
っ
九
正
味
の
遺
産
額
が
、
遺

産
に
係
る
基
礎
控
除
額
(
以
下
同
じ
)

を
超
え
て
い
る
場
合
に
、
そ
の
超
え

た
額
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、

正
味
の
遺
産
額
が
基
礎
控
除
額
の
範

囲
内
て
あ
れ
ぱ
、
相
続
税
は
か
か
り

ま
せ
ん
。

基
礎
控
除
額
は
、
二
千
万
円
と
、

四
百
万
円
に
法
定
相
続
人
の
数
を
掛

け
た
金
額
を
加
え
た
合
計
額
て
す
。

例
え
ば
、
法
定
相
続
人
が
妻
と
子
四

人
の
合
計
五
人
て
あ
る
場
合
基
礎

控
除
額
は
、
二
千
万
円
十
(
四
百
万

円
X
五
人
)
・
四
千
万
円
と
な
り
ま

す
の
て
、
正
味
の
遺
産
額
が
四
千
万

円
ま
て
て
あ
れ
ば
、
相
続
税
は
か
か

り
ま
せ
ん
。

正
味
の
遣
産
額
は
次
の
よ
う
に
し

て
計
算
し
ま
す
。
ま
ず
、
各
相
続
人

②
相
続
税
の
申
告
期
限
ま
て
に
、

国
や
地
方
公
共
団
体
又
は
特
定
の

公
益
法
人
に
寄
付
し
た
財
産

③
心
身
障
害
者
共
済
制
度
に
基
づ

く
給
付
金
の
受
粭
権

④
相
続
人
が
受
取
っ
た
死
亡
保
険

金
の
う
ち
、
原
則
と
し
て
二
百
五

十
万
円
ま
て
の
金
額

⑤
相
続
人
が
受
取
っ
た
死
亡
退
職

金
の
う
ち
、
原
則
と
し
て
二
百
万

円
ま
て
の
金
額

な
お
、
遺
族
が
受
取
っ
た
香
典
は
、

課
税
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

や
受
遺
者
(
遺
言
に
よ
っ
て
財
産
を

も
ら
う
人
)
が
相
続
や
遺
贈
に
よ
っ

て
も
ら
っ
た
財
産
の
価
額
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
各
人
が
負
担
し
九
債
務
や
葬

式
費
用
の
額
を
差
引
き
、
各
人
の
正

味
の
財
産
価
額
を
計
算
し
ま
す
。
こ

れ
を
合
計
し
た
も
の
が
、
正
味
の
遺

産
額
て
す
。

な
お
、
各
人
が
相
続
開
始
前
三
年

以
内
に
被
相
続
人
か
ら
贈
与
を
受
け

た
財
産
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
財
産

の
価
額
が
そ
の
人
の
正
味
の
財
産
価

額
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

②
相
続
人
が
配
偶
者
と
直
系
尊
属
の

場
合配

偶
者
は
二
分
の
一
、
直
系
尊

属
は
二
分
の
一

③
相
続
人
が
配
偶
者
と
兄
弟
姉
妹
の

場
合配

偶
者
は
三
分
の
二
、
兄
弟
姉

妹
は
三
分
の
一

な
お
、
子
、
直
系
尊
属
兄
弟
姉

妹
が
そ
れ
ぞ
れ
数
人
い
る
と
き
は
、

前
記
の
割
合
を
均
等
に
分
け
ま
す
。

法
定
相
続
人
・
法
定
相

続
分
は
民
法
の
規
定

だ
れ
が
相
続
人
に
な
る
か
に
つ
い

て
は
、
民
法
て
定
め
ら
れ
て
お
り
、

普
通
の
場
合
は
、
死
亡
し
た
人
の
配

偶
者
と
子
て
す
。
子
が
い
な
い
と
き

は
配
偶
者
と
直
系
尊
属
(
父
母
な
ど
)
、

子
も
直
系
尊
属
も
い
な
い
と
き
は
、

配
偶
者
と
兄
弟
姉
妹
が
相
続
人
と
な

り
ま
す
0

な
お
、
こ
れ
ら
の
場
貪
子
が
既

に
死
亡
し
て
い
て
孫
が
い
る
盲
は
、

孫
は
死
亡
し
た
子
と
同
じ
立
場
て
相

続
人
と
な
り
、
兄
弟
姉
妹
が
既
に
死

亡
し
て
い
て
甥
姪
が
い
る
と
き
の
甥

姪
も
同
様
に
相
続
人
と
な
り
ま
す
。

法
定
相
続
分
は
、
民
法
て
次
の
と

お
り
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
相
続
人
が
配
偶
者
と
子
の
場
合

配
偶
者
は
三
分
の
一
、
子
は
二

分
の
二

課
税
対
象
か
ら

除
か
れ
る
財
産

相
続
し
た
財
産
は
原
則
と
し
て
、

そ
の
す
べ
て
に
対
し
て
相
続
税
が
か

か
り
ま
す
が
、
次
に
掲
げ
る
も
の
は

相
続
税
の
課
税
対
象
か
ら
除
か
れ
る

こ
を
に
な
っ
て
い
ま
す
。

①
墓
所
、
仏
壇
、
祭
具
な
ど

K

相
続
税
の
計
算
は

相
続
税
の
計
算
は
、
ま
ず
、
正
味

の
遺
産
額
か
ら
基
礎
控
除
額
を
差
引

い
て
、
課
税
遺
産
額
を
計
算
し
ま
す
。

次
に
、
課
税
遺
産
額
を
各
法
定
相

続
人
の
法
定
相
続
分
に
よ
っ
て
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
額
に
税
率
を
掛
け
て
税

額
を
算
出
し
ま
す
。
こ
の
税
額
を
合

計
し
九
も
の
か
相
続
税
の
器
と
な

り
ま
す
。

こ
累
額
を
、
各
相
続
人
や
受
遺

者
が
実
際
に
取
得
し
た
正
味
の
財
産

価
額
の
割
合
に
応
じ
て
あ
ん
分
し
た

額
が
、
各
相
続
人
の
相
続
税
額
子
。

相
続
税
の
税
率
は
、
-
 
0
。
ハ
ー
セ

ン
ト
か
ら
七
五
。
ハ
ー
セ
ン
ト
ま
て
、

課
税
遺
産
額
に
応
じ
て
高
く
な
る
超

過
累
進
税
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
法
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

こ
の
ほ
ど
、
第
九
十
一
回
国
会
に

お
い
て
「
中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
可

決
成
立
し
、
六
月
十
日
公
布
、
施
行

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
宋
企
業
倒
産
防
止
共
済
法

は
、
中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度

の
も
と
に
な
る
法
律
て
、
本
制
度
は

取
引
先
企
業
の
倒
産
に
よ
っ
て
売
掛

金
得
等
の
回
収
が
困
難
と
な
り
連

鎖
倒
産
に
追
い
込
ま
れ
る
よ
う
な
ケ

ー
ス
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
あ
ら
か

じ
め
中
小
企
業
者
が
積
立
て
た
掛
金

総
額
の
十
倍
の
範
囲
内
て
被
圭
嶺
に

相
当
す
る
額
を
無
担
保
、
無
保
証
人
、

無
利
子
て
貸
付
け
る
制
度
て
す
。

弌
今
回
の
改
正
理
由

中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度

は
、
昭
和
五
十
三
年
四
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
制
度
て
、
最
近
て
は

一
度
倒
産
が
起
る
と
回
収
困
難
な

金
額
が
大
き
く
、
こ
の
た
め
掛
金

月
額
及
び
掛
金
総
額
の
最
高
限
度

額
の
引
き
上
げ
等
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
共
済
契
約
者
に
対
し
て
の

利
便
を
は
か
り
、
利
用
者
の
増
加

を
促
進
す
る
。

ま
た
、
共
済
金
の
貸
付
け
を
受

け
た
者
の
負
担
を
軽
く
す
る
た
め

の
措
置
と
し
て
完
済
手
当
金
を
支

給
す
る
こ
と
が
て
き
る
よ
う
に
す

イ
」

る
必
要
が
あ
る
、
と
の
考
え
に
よ

り
今
回
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ニ
、
改
正
内
容

田
掛
金
総
額
の
最
高
限
度
を
百

二
十
万
円
か
ら
二
百
十
万
円
に

引
き
上
げ
、
こ
れ
に
伴
い
、
共

済
金
の
貸
付
限
度
が
い
ま
ま
て

の
千
二
百
万
円
か
ら
二
千
百
万

円
に
引
き
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

凶
掛
金
積
立
期
間
を
短
縮
す
る

た
め
、
掛
金
月
額
の
最
高
限
度

を
二
万
円
か
ら
五
万
円
に
引
き

上
げ
、
こ
れ
に
伴
い
、
掛
金
総

額
の
最
高
限
度
ま
て
の
磧
立
期

問
を
い
ま
ま
て
の
六
十
力
月
(

五
年
)
か
ら
四
十
二
力
月
(
三

年
半
)
に
短
縮
さ
れ
ま
し
九
。

国
長
期
に
わ
た
り
共
済
事
業
の

収
支
の
均
衡
が
保
た
れ
、
な
お

余
裕
財
源
が
生
じ
て
い
る
と
認

め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
共
済
金

の
貸
付
け
を
受
け
て
完
済
し
た

者
に
完
済
手
当
金
を
支
給
す
る

制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

な
お
、
永
企
業
倒
産
防
止
共
済

制
度
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
せ
は
、

宋
企
業
共
済
事
業
団
及
び
商
工
会

議
所
,
商
工
会
連
A
尽
本
・
商
工
会
.

中
小
企
業
団
体
中
央
会
等
の
委
託
団

体
の
ほ
か
、
都
道
府
県
の
商
工
担
当

課
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

新
会
員

マ
正
和
商
事
・
松
本
米
雄
・
紀
寺
新

屋
敷
町
五
九
四
1
丁
不
動
産
業
.

⑳
七
七
ハ
ハ

▽
北
条
工
務
店
・
北
条
晴
夫
・
一
畠
雄

元
町
二
ー
ニ
ニ
六
五
・
建
設
設
計
施

行
・
⑮
0
二
三
0

▽
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
か
む
ら
・
中
村

唯
・
中
登
美
ケ
丘
-
 
1
-
九
九
四
1

三
(
D
認
1
脱
)
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー

卸
・
⑪
一
五
四
三

マ
駅
前
グ
リ
ー
ン
映
・
西
田
国
士
.

芝
辻
二
1
三
ー
ニ
ハ
・
造
園
士
木
・

⑭
五
九
七
三

ワ
ポ
ー
ラ
化
粧
品
春
日
支
店
・
中
島

正
雄
・
大
宮
町
二
1
九
四
上
ハ
・
化

粧
品
卸
・
@
八
三
＼

マ
の
ぶ
屋
・
中
蒼
行
・
中
町
一

五
六
三
・
酒
類
販
・
⑬
五
六
二

マ
妹
松
石
工
務
店
・
松
石
善
市
・
八

島
町
一
三
1
-
・
士
木
建
築
・
@
一

七
三

▽
ア
サ
ヒ
美
容
室
・
田
中
直
子
・
西

大
寺
東
町
二
1
 
-
 
1
四
八
・
美
容
・

⑱
0
七
三
六

▽
大
塔
商
事
・
中
瀬
悦
・
東
向
中

町
六
・
不
動
産
業
・
⑳
二
九
四
八

マ
宮
澤
彫
刻
工
房
・
{
呂
澤
昌
輔
・
鍋

屋
町
ニ
ハ
・
彫
刻
・
⑳
二
0
二
五

マ
正
能
産
業
・
正
能
昂
・
宝
来
町

五
三
九
1
 
-
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
原
料

販
・
⑯
三
五
五

▽
生
駒
華
道
教
室
・
生
駒
博
・
春

日
苑
-
ー
ニ
0
五
九
1
-
四
・
華
道

⑫
一
五
五
四

《

マ
山
下
為
雑
貨
店
・
山
下
金
三
郎

水
間
町
三
五
五
1
四
・
衣
料
品
販

@
0
六
9

マ
白
田
ポ
ン
プ
・
白
田
幸
男
・
東
九

条
町
八
三
八
1
-
・
生
コ
ン
圧
送
.

⑳
一
五
ニ
ハ

▽
マ
ツ
ム
ラ
米
酒
店
・
松
村
清
孝
.

神
功
三
1
-
七
1
-
四
1
-
.
米
穀

酒
類
販
・
⑳
三
七
二
四

▽
フ
ジ
モ
ト
商
店
・
藤
本
豊
・
学

園
大
和
町
二
1
三
一
・
菓
子
販
・
@

八
四
四
八

▽
乾
写
植
商
事
樹
奈
良
店
・
乾
好

芝
辻
町
-
ー
ハ
七
.
聶
・
⑮
0
三
五
一

マ
立
積
住
備
工
業
妹
・
小
林
達
司
・

三
条
大
路
四
1
-
 
1
丁
鉄
骨
組
立

⑳
三
四
四
五

マ
飛
鳥
製
版
映
・
小
川
哲
夫
・
架

町
四
七
五
・
写
真
製
版
・
⑮
ご
至

三マ
幸
王
米
穀
店
・
幸
王
健
作
・
東
包

永
町
一
七
・
米
穀
販
・
⑳
三
0
五
五

、
マ
ハ
ン
ナ
リ
ー
ス
・
加
藤
勝
・
帝

ノ
塚
山
南
四
1
-
 
0
0
9
-
七
五
.

リ
ー
ス
キ
ン
・
@
九
五
三
三

マ
妹
オ
ー
ム
・
大
畑
靖
之
・
中
登
美

ケ
丘
-
 
1
四
一
六
二
1
-
一
・
工
作
機

械
工
具
販
・
@
六
九
六
七

マ
妹
た
む
ら
・
田
村
良
和
・
西
大
寺

国
見
町
-
1
-
1
-
Ξ
0
・
飲
食
・

@
八
三
九
四

マ
樹
橋
本
電
気
商
会
・
橋
本
玉
子
・

北
京
終
町
五
八
・
家
電
品
販
・
⑳
四

八
九
三

マ
大
和
田
機
械
工
業
妹
・
菊
川
定
男

大
和
田
町
-
 
0
五
四
・
機
械
製
造
.

⑬
三
三
四

プノ
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Ⅱ

ニ^■■..^....^

ご自身の巣をもつということはーー・

営業時間 9:00~22:00
(パブタイム 17:00~器:0の

ぞン《"

、●■■■^■●●■^■●●圏^●昆■旦^■●●●^■●●●^●●●●^■.■■^...■^...■^..■.^■..■

ボトルキープ

ニッカG&G 3,200円
スーパーニッカ4,000円
キングジョージ4,500円

奈良商工会議所会館地階

=あらゆる商品の輸出入代行=
<お気軽にご相談賜度>

和協貿易株式会社

WKT "
EXPORT/1MPORT

ストラン


